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	団体名
	

	代表事業者名
	※ＪＶの場合のみ記載

	代表者 役職・氏名
	

	連絡先
	部署名
	

	
	担当者名
	

	
	住所
	

	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	メールアドレス
	



※　必要に応じて記載スペースを変更し、概要説明シート（様式２）の内容および補足する
詳細情報をご記入ください。ただし、合計ページ数は10ページ内に収めること。



１．社会実験について

１－１．選択する募集テーマ

	応募テーマ
	※　番号（①～⑥）を記載（複数選択可）







１－２．選択した募集テーマに係る課題分析

	
※　選択した募集テーマ毎に記載してください。
※　必要に応じて、参考となる図表や写真、図面等を添付してください。




１－３．社会実験の内容

	
※　選択した募集テーマが複数ある場合には、複数テーマを包含した一つの社会実験でも、複数の社会実験でも構いません。実験毎に記載してください。




	
※　社会実験の全体工程をバーチャート形式で記載してください。



１－４．実施体制

	
※　社会実験毎に、団体内の役割分担が分かるよう、担当及びその具体の役割を明記してください。
※　必要に応じて、体制図・表を添付してください。




１－５．社会実験を実施するにあたっての安全対策

	
※　社会実験毎に記載してください。
※　必要に応じて、参考となる図表や写真、図面等を添付してください。
※　万一事故等が発生した際の緊急連絡先も明記してください。




１－６．社会実験に要する費用

	
※　社会実験毎に、表形式で記載してください。
※　費用の内訳は、なるべく詳細に記載し、国土交通省・民間事業者の費用負担（募集要項７．参照）についても明記してください。



１－７．市民参画（シチズンエンゲージメント）の工夫

	
※　社会実験毎に記載してください。
※　具体的に連携予定している教育機関（大学等）がありましたら、記載してください。






２．社会実験でのデータ活用について

２－１．社会実験で取得可能なデータ内容

	
※　社会実験毎に記載してください。



２－２．他の社会実験との間でのデータ活用

	
※　社会実験毎に記載してください。






３．公園サービスとしての実用化について

３－１．公園サービスとしての実用化までのスケジュール

	
※　社会実験から公園サービスとして実用化するまでの想定スケジュールを、実験毎にバーチャート形式で記載してください。



３－２．公園サービスとして実用化した際のビジネスモデル

	
※　社会実験毎に、極力詳細に記載してください。
※　必要に応じて、参考となる図表や写真等を添付してください。




４．その他

４－１．他の地域での社会実験・実用化の実績

	
※　社会実験毎に、実施した場所、時期、成果等を含め、極力詳細に記載してください。
※　必要に応じて、参考となる図表や写真等を添付してください。





４－２．奈良県内のまちづくりへの今後の展開

	
※　応募テーマに係る新技術の展開が見込まれる地域、具体のサービス内容、スケジュール等を含め、極力詳細に記載してください。
※　必要に応じて、参考となる図表や写真、地図等を添付してください。


	




４－３．その他

	
※　その他、提案内容に関連する事項をご自由に記載ください。
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